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「イタリアでWWW.ヴヴヴ…」の巻

カワグチマサヨ
ニューヨーク在住のフリージャーナリスト。テレビ

やラジオでニューヨークからのレポートを送ってい

る。ほかにコナミの人気ゲーム「ときめきメモリア

ル」の片桐彩子役（声優）としても活躍。

masshy.comJumpfromNewYork

Illust : Kido Satoko

まけてくれて（ウフ♪）、ここからメール送信できた。場所によっては日本

語が読める店もあるんだよ！@@）。モデムスピードは書いてないけど、す

こぶる遅かったナ。でも、このおかげで、Hotmailに届いたオフィシャルメ

ールもチェックできたし、POPサーバーを使って自宅の個人メールも読む

ことができて、ホッ。 インターネットマガジン編集部へも「SOS」メール

したが、あいにく即座にわかる人がいなかった。コンピュータストアを訪ね

て聞いてみたけど珍しく英語が通じない。親切なイタリアの男性にねばっ

て説明してようやく意味が通じても、解決方法はわからないと首を振られ

た。最後まで格闘したが、結局繋がらなかった。後日、ニューヨークに戻

ってから編集部の担当者がその道に詳しい方から得た答えは「ダイアルト

ーン無視」に設定すればよかっただけのことらしい。くっやし～！　

ところで、ホテルはすべてインターネットで写真を見て探

して、窓の景色にこだわって予約したのだけど、これは大成

功！（ネット予約も可能だけどFAXが確実よ）。毎朝、起

きて窓を開けるたびに朝の光線とヴェネチアのグリーンの運

河に浮かぶゴンドラ、シエナのオレンジ色の屋根の町並みや

マッジョーレ湖に浮かぶベッラ島の眺め、フィレンツェのド

ームとクーポラ（丸い赤い教会の屋根）などが飛び込んでく

る。旅の疲れもどこへやら、安楽の快楽に心も和んだわよ

（̃ ` ̃）。名所の教会巡りから映画のシーンを訪ねて歩くヴェ

ネチアの運河、ウフィツィ美術館の華咲くルネッサンスの芸

術鑑賞、ローマの遺跡巡り＆「ローマの休日」の名所など、

どこの街でも毎日朝から夜まであちこち歩き回ったわ。詳し

くお伝えできないのが残念。

その中でも特に忘れられないのは、ミラノのサンタマリア・

デレ・グラツィエ教会で見た21年の修復を終えたレオナルド・ダ・ビンチ

の描いた「最後の晩餐」（要予約）。ラファエロやドナテッロ、ミケランジ

ェロの作品も素晴らしいのだが、何と言っても恋に落ちたのはダ・ビンチ

の作品だった。以前「モナリザの微笑」を見たのを思い出しながら、フィ

レンツェで出会った彼の作品には魂を奪われたと言っても過言ではないの。

彼がその昔滞在していた場所にあるホテルに泊まり、モナリザを描いたと

いう教会も訪ねて、すっかりダ・ビンチの面影を追いかけていた。画家で

建築家で医者でミュージシャンでもあった才能あふれるの彼の世界に魅了

された今回のイタリア旅行。次回の旅は彼の育った「ビンチ村」から明る

い南イタリアのタオルミーナ（映画“Big Blue”、邦題“グランブルー”の

街）へ行こう！　じゃ、またね。たまにはRELAXしてね!! チャオ、マッ

シー：）

ハロー、コンニチハ！　今月はアリタリア航空で、ちょっと足を延ばし

てイタリアに行ってきた。ミラノからスタートしてマッジョーレ湖、ヴェロ

ーナ、ヴェニス、フィレンツェ、ピサ、シエナ、ローマと、北から南へ13

日間の列車の旅。

期待通りイタリアは都市文化の栄えた歴史そのままにそれぞれの街が個

性的で、次はどんな景色に出会えるだろうと毎日ワクワクし

たわ。ホテルや駅では英語も通じるし、片言のイタリア語も

少し憶えて、どこでも「ボンジョールノ！」、「グラーツィエ」

と笑顔で対応。ところでイタリア語で「WWW.～」って、

「ヴヴヴ、プロント～」って読むの。なんかかわいいよね。

イタリア料理はミラノ名物のワインリゾット、ミラネーゼ

のカツレツに始まり、ヴェニスが本場の「ネロ」と呼ばれる

「イカ墨」のスパゲティーとリゾット、フィレンツェのトスカ

ーナ料理の代表、パンのスープやフレンツェ風ステーキ、「ト

リッパ」という「もつ煮込み」のサンドイッチ、ローマのカ

ルボナーラスパゲティー、ルコラ（野菜）のピザ、地中海の

おいしいお魚のグリルなどなど、毎日グルメメニューで食を

楽しんだ。ランチに食べる「パニーニ」という生ハムとかを

挟んで焼いたサンドイッチは香ばしく最高の味でヤミツキに

なったほど。が！！正直言って、オリーブオイルべったりの

料理は1週間でギブアップ。途中で中華に駆け込んだのも事実よ（＾＾）。

どこにでもあるチャイニーズ。フィレンツェからピサの斜塔を見に行く途中

で乗り換える小さな「エンポーリ」という駅前にも赤い中国提灯があり、

電車を待つ間のランチに吸い込まれるように入店。イタリアに移住した中国

人は上海の人が多いようでニューヨークのチャイナタウンの広東の味とはひ

と味違って、これまたメチャおいしい。フェトチーネ（平べったい生麺）を使

った醤油味の小型ラーメンやスパゲティーの焼きそばは特に格別であった。

ところで、今回インターネット接続は失敗。せっかくイタリア用の電話

ジャックを苦労して探し、パソコンを持参したのにうちのマックは発信音

を認識できず。なんと、イタリアはすべて電話の発信音が日本やアメリカ

の「プー」と違って「プー、ププ、プー」の話し中音から始まるのよ。ホ

テルの「9」発信のあともこの音。ひえ～、知らなかったよ。設定を変え

なキャ。ダイアルにするのかな？　どこを変えればいいんだよォー！　と悪

戦苦闘したが結局ダメ。仕方なく緊急の連絡はホテルからFAXして何とか

なったけどサ。ガックシ！　とほほ。

ここで役に立ったのがイタリアの都市で見つけた「インターネットトレイ

ン」というアクセスポイント。早い話が日本やアメリカではすでに衰退した

ネットカフェ。チェーン店になっており、比較的大きな都市では必ず見つ

かる。学生を中心に大繁盛で、一般が30分6,000リラ（約3ドル）、学生

は5,000リラ。「一般で」と言ったら、学生に見えたみたいで5,000リラに

今月のおすすめサイトはココ！
イタリアのネットカフェチェーン「Internet Train」

internettrain.it

イタリアホテルのリザベーションのページ。
ホテルはここで探せるよ。行きたい都市を入れてサーチ。

www.venere.it/index.html.it

趣味にこだわるカレン・ブラウン嬢の推薦ホテル
ここで選べば、まず間違いなし！

www.karenbrown.com/italyinns/Jump03
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e-mail : masshyK@hotmail.com
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